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「アブラハムの信仰・愛するひとり子イサクを捧げる」 

17 信仰によって、アブラハムは、試練を受けたとき、イサクを献げました。つまり、約束を受けて

いた者が、独り子を献げようとしたのです。  

18 この独り子については、「イサクから生まれる者が、あなたの子孫と呼ばれる」 

と言われていました。  

19 アブラハムは、神が人を死者の中から生き返らせることもおできになると 

信じたのです。それで彼は、イサクを返してもらいましたが、 

それは死者の中から返してもらったも同然です。 

（ヘブライ人への手紙 11 章 17-19 節） 

＊＊＊ 

今回の内容は、アブラハムの出来事の中では最大の出来事とも考えられていて、比較的よく 

知られているお話だと思います。 

詳細は創世記 22 章に書かれています。 

 

1 これらのことの後で、神はアブラハムを試された。 

神が、「アブラハムよ」と呼びかけ、彼が、「はい」と答えると、  

2 神は命じられた。 

「あなたの息子、あなたの愛する独り子イサクを連れて、モリヤの地に行きなさい。 

わたしが命じる山の一つに登り、彼を焼き尽くす献げ物としてささげなさい。」 

3 次の朝早く、アブラハムはろばに鞍を置き、献げ物に用いる薪（たきぎ）を割り、二人の若者と 

息子イサクを連れ、神の命じられた所に向かって行った。 

4 三日目になって、アブラハムが目を凝らすと、遠くにその場所が見えたので、 

5 アブラハムは若者に言った。 

「お前たちは、ろばと一緒にここで待っていなさい。わたしと息子はあそこへ行って、 

 礼拝をして、また戻ってくる。」 

6 アブラハムは、焼き尽くす献げ物に用いる薪（たきぎ）を取って、息子イサクに背負わせ、自分は

火と刃物を手に持った。二人は一緒に歩いて行った。 

7 イサクは父アブラハムに、「わたしのお父さん」と呼びかけた。彼が、「ここにいる。わたしの子よ」

と答えると、イサクは言った。 

「火と薪はここにありますが、焼き尽くす献げ物にする小羊はどこにいるのですか。」 

8 アブラハムは答えた。 

「わたしの子よ、焼き尽くす献げ物の小羊はきっと神が備えてくださる。」二人は一緒に歩いて行っ

た。 

9 神が命じられた場所に着くと、アブラハムはそこに祭壇を築き、薪を並べ、息子イサクを縛って祭

壇の薪の上に載せた。  



10 そしてアブラハムは、手を伸ばして刃物を取り、息子を屠ろうとした。 

11 そのとき、天から主の御使いが、「アブラハム、アブラハム」と呼びかけた。彼が、「はい」と答え

ると、  

12 御使いは言った。 

 「その子に手を下すな。何もしてはならない。あなたが神を畏れる者であることが、今、分かった

からだ。あなたは、自分の独り子である息子すら、わたしにささげることを惜しまなかった。」 

13 アブラハムは目を凝らして見回した。すると、後ろの木の茂みに一匹の雄羊が角をとられてい

た。アブラハムは行ってその雄羊を捕まえ、息子の代わりに焼き尽くす献げ物としてささげた。 

14 アブラハムはその場所をヤーウェ・イルエ（主は備えてくださる）と名付けた。そこで、人々は今

日でも 「主の山に、備えあり（イエラエ）」と言っている。 

15 主の御使いは、再び天からアブラハムに呼びかけた。  

16 御使いは言った。 

「わたしは自らにかけて誓う、と主は言われる。あなたがこの事を行い、 

 自分の独り子である息子すら惜しまなかったので、  

17 あなたを豊かに祝福し、あなたの子孫を天の星のように、海辺の砂のように増やそう。 

 あなたの子孫は敵の城門を勝ち取る。 18 地上の諸国民はすべて、あなたの子孫によって祝福

を得る。あなたがわたしの声に聞き従ったからである。」 

 （創世記 22 章 1-18 節） 

 

＊＊＊ 

 

1）神からの試練 

 

なんとも辛い出来事です。せっかく待って、待って、やっと与えられた息子のイサクを捧げなさい

と言われたのですから。アブラハムにとってイサクは愛する一人息子であり、自分たちの家庭に笑

いをもたらしてくれた大事なまさに目に入れても痛くないほどの息子でした。 

神様はそれをご存知でした。 

神様からの命令は 

「あなたの息子、あなたの愛する独り子イサクを連れて、モリヤの地に行きなさい。 

わたしが命じる山の一つに登り、彼を焼き尽くす献げ物としてささげなさい。」創世記 22：2 

この出来事の背景には「1 これらのことの後で、神はアブラハムを試された。] 

と書かれていますから、間違いなく、神様がアブラハムの心を試した、ある意味で追い込んで 

心の奥深くにある真実をチェックしたということです。 

 

神様の心は決して、「イサクを犠牲にして、殺せ、それによって苦しむが良い。どれだけ我慢でき

るかチェックしてやる」などという乱暴なものではありません。 

それはエレミヤ書 7 章にこう書いてあるからです。 

「30 まことに、ユダの人々はわたしの目の前で悪を行った、と主は言われる。 



わたしの名によって呼ばれるこの神殿に、彼らは憎むべき物を置いてこれを汚した。 

31 彼らはベン・ヒノムの谷にトフェトの聖なる高台を築いて息子、娘を火で焼いた。 

このようなことをわたしは命じたこともなく、心に思い浮かべたこともない。  

 

つまり神様のアブラハムに対する試みは「イサクを殺せるかどうか」ということではなく 

神の前にイサクよりも大事なものがあることを自覚できているかどうか。 

愛するイサクが、いわば自分たちの手柄、自分に対する最後の希望になってしまっていないか 

どうかという問題だったように思います。 

背後に「神の愛と計画」があったからこそ、今があるという視点に立てるかどうかです。 

いつのまにか、自分の信仰が、この子を生み出し、自分の力で、この子を育て、自分の力と存在こ

そ全ての根源だと勘違いしやすい状況になっていたのかもしれません。 

 

アブラハムとイサクの会話の中にはアブラハムの苦悩と信仰による答えが入り混じっています。 

彼らはすでに祭壇を築いて礼拝するために 3 日も歩いてきました。 

それ自体、かなりの労力が必要だったと思います。 

そして核心に触れる会話がなされます。 

創世記 22 章 

6 アブラハムは、焼き尽くす献げ物に用いる薪（たきぎ）を取って、息子イサクに背負わせ、自分

は火と刃物を手に持った。二人は一緒に歩いて行った。 

7 イサクは父アブラハムに、「わたしのお父さん」と呼びかけた。彼が、「ここにいる。わたしの子よ」

と答えると、イサクは言った。 

「火と薪はここにありますが、焼き尽くす献げ物にする小羊はどこにいるのですか。」 

8 アブラハムは答えた。 

「わたしの子よ、焼き尽くす献げ物の小羊はきっと神が備えてくださる。」二人は一緒に歩いて行っ

た。 

 

2）捧げ物の子羊は、きっと神が・・ 

この老人と息子は、静かな会話を重ねながら示された地に行き、祭壇の準備をします。 

アブラハムの心には「捧げ物の子羊」として息子を捧げなければならないのかという 

諦めに近い感情と、最終的には神が託してくださった子供なので、神様の思い通りにできたら 

良いという思いが交錯していたのではないかと思います。まさに試練です。 

そして、最後の最後に、神様からのストップがかかり、雄羊がそこに用意されます。 

 

3）アブラハムと神との関係の再構築 

創世記 22 章 

 10 そしてアブラハムは、手を伸ばして刃物を取り、息子を屠ろうとした。 

11 そのとき、天から主の御使いが、「アブラハム、アブラハム」と呼びかけた。彼が、「はい」と答

えると、  



12 御使いは言った。 

「その子に手を下すな。何もしてはならない。あなたが神を畏れる者であることが、 

今、分かったからだ。 

あなたは、自分の独り子である息子すら、わたしにささげることを惜しまなかった。」 

13 アブラハムは目を凝らして見回した。すると、後ろの木の茂みに一匹の雄羊が角をとられて

いた。 

アブラハムは行ってその雄羊を捕まえ、息子の代わりに焼き尽くす献げ物としてささげた。 

14 アブラハムはその場所をヤーウェ・イルエ（主は備えてくださる）と名付けた。そこで、 

人々は今日でも 

 「主の山に、備えあり（イエラエ）」と言っている。 

15 主の御使いは、再び天からアブラハムに呼びかけた。  

16 御使いは言った。 

「わたしは自らにかけて誓う、と主は言われる。あなたがこの事を行い、 

 自分の独り子である息子すら惜しまなかったので、  

17 あなたを豊かに祝福し、あなたの子孫を天の星のように、海辺の砂のように増やそう。 

 

イサクは殺されませんでした。イサクを殺すことが神様の心ではなかったからです。 

でも、アブラハムにとっては「イサクは神のもの、神から自分たちに託されている存在」という 

自覚は明確でした。 

一旦は、イサクを祭壇の上に縛ったほどですから、ある意味、アブラハムにとってイサクは 

神に捧げられ、ひとたび、死んだも同然の存在となりました。 

しかし、神様は、別に雄羊を用意し、イサクをアブラハムの手元に戻してくださいました。 

アブラハムは神様から与えられている祝福はなんなのか、神様から託されてケアすべき存在は 

誰なのか、自分にとっての優先順位はどうなっているのか、大きなチャレンジを受けたのです。 

 

星野富弘さんの詩に 

「いのち」 

いのちが一番大切だと思っていた頃 

生きるのが苦しかった 

いのちより 大切なものがあると知った日 

生きているのが嬉しかった 

 

というのがあります。 

 

この詩を土台にアブラハムとイサクの関係を見ていくと興味深いことが 

浮き彫りにされていきます。 

 

アブラハムがイサクの「いのち」こそ一番大切だという思いに固執していたら 



山にもいかず、捧げ物として差し出すことも無理であり、苦しいだけだったと思います。 

しかし、アブラハムは、イサクの「存在といのち」の提供者を信じていたのです。 

そのお方が自分に向かって語り、命じておられるということがわかっているので 

アブラハムは、恐れや不安はあったと思いますが、「いのちの創始者」への信頼によって 

息子の「命」への心配を払拭したのです。 

それは重篤な病状にある人が、その道の専門家であるお医者さんにお任せするのと 

似ているかもしれません。 

 

しかし、息子を子羊の代わりに捧げるという発想も行動もそれは辛いものがあったと思います。 

 

それを考える時、この言葉がどれほど重要なものか、わかってきます。 

私たちを救うために神様ご自身が御子イエス様を、捧げてくださった、与えてくださったという 

出来事の重さを静かに考えたいと思います。 

 

有名なヨハネによる福音書 3 章 16-17 節 

16 神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。 

独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。  

17 神が御子を世に遣わされたのは、世を裁くためではなく、 

御子によって世が救われるためである。 

 

神はあなたのために「ひとり子イエス様」を捧げてくださいました。 

あなたは、その愛をどのように受け止めますか？ 

 
Youtube でのMACF 
礼拝映像はこちらです 
https://youtu.be/QwWuX-HUluY 

https://youtu.be/QwWuX-HUluY

